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学修業評価（CLA : Collegiate Learning 
Assessment），さらにそれを採用した
OECDの高等教育におけるアウトカム






会（Councilfor Aid to Education）が開
発したアセスメントである。米国内外
700以上の大学で， l年次， 2年次と4年
次に実施して，学生の成長や大学教育に
よる付加価値を明らかにしたり，大学問
比較をしたりするために利用されてい
る。 CLAは機関としての活用であった
が， CLA＋は，学生個人の成績評価や奨
学金の決定，さらに，学士号やGPA（成
績平均点）とは別のかたちで，企業に対
して，学生のジェネリックスキルとして
の思考力の指標を提供することを目指し
ている。これは，企業側のニーズとして，
有名大学の卒業生や高いGPAの卒業生
であっても，高度化~l,た仕事において議
論や報告書作成の能力が低い場合がある
ため，大学卒業者の信頼できる成績指標
を求めていることが背景にある。
CLA＋のテストは，オンラインで実施
される。どの分野を専攻する学生でも解
けるよう I斗資料が提示され，それに基
づいて解答する。記述式テストでは制限
字数はない。また，提示資料以外の情報
（知識）を用いて解答しても得点への加
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算はない。
CLA＋の内容は，パフォーマンス課
題（記述式）と択一式セクションの大き
く2つに分かれる。パフォーマンス課題
(60分）は，現実世界の問題（例：運転
手の携帯電話による交通事故）が提示さ
れ，提示された多様な6～ 12編の資料
（新聞記事，ブログ，学術論文要約，統
計データ，電子メールなど）から，適切
な資料を用いて，主張の評価，議論の構
築，結論の導出や意思決定をしたりする
ものである。択一式セクション（30分）
は，科学的・数量的推論（10間），批判
的読解と評価（10問） 論証への批判（5
問）に分かれる。これらの課題によって，
批判的思考力，分析的推論能力，問題解
j央力，ライテイングコミュニケーション
能力，科学的・数量的推論能力を測定す
ることを目指している。
CLA以外の学習アウトカムの代表的
テストには，米国ETS. (Educational 
Testing Service）のProficiencyProfile 
がある。これは4つのコアスキル（批判
的思考，読解，ライティング，数学能
力，択一式，計ioa：問， 2時間）を測定
し， CLA同様に，企業向けの能力証明
書の発行も始める予定である。
3.大学教育のアウトカムとしての
「批判的思考力J
米国でジェネリックスキルとしての
批判的思考力テストが用いられている
背景には，米国の大学における一般教
育のコアカリキュラムがある程度標準化
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されているという前提仁批判的思考の
教育やテストが，哲学や心理学を土台に
じて50年以上前から行われているとい
う歴史がある。さらに，批判的思考力
は，大学・大学院進学のための標準化
された大規模テストにおいても，ジェ
ネリックスキルのひとつとして位置づ
けられている。たとえば， ETSの大学
進学適性検査SAT(Scholastic Aptitude 
Test）の推論テストにおける批判的読
解大学院入学適性検査GRE. (Graduate 
Record Examinations）における一般科
目（GeneralTest）に含まれる分析的ラ
イティングなどがある。これらは，批判
的思考などのスキルが，学問リテラシー
の基盤として，大学や大学院での学習に
おける成功を予測すると考えられている
ためである。
一方， 日本の小中高大においては，批
判的思考教育は，米国ほど盛んではない。
大学におけるアウトカム評価として，批
判的思考を中心としたジェネリックスキ
ルを測定する際には 大学初年次から4
年次までの批判的思考力育成を意識した
教育を同時に進めていくことが必要と考
える。
なお，批判的思考力はジェネリックス
キルであるがゆえに，明示的に批判的思
考を教えていなくても，学生が大学で
様々な科目を学ぶ中で育成されている。
私の調査では，批判的思考カテストの
成績は大学の学年と弱い正の相関（.18)
があり，また，批判的思考を育成する授
業を受講した学生はしていない学生より
IDE 2014年5月号
もその成績は有意に高かった。また，批
判的に思考しようとする態度を測定する
尺度の得点は，高卒よりも短大卒，大学
卒，大学院修了と教育年数が長いほど高
くなる。
これらのことは，大学教育において，
たとえ明示的に批判的思考教育を行わな
くても，大学における学習活動は批判的
思考力と態度を向上させることを示唆す
lるものではある。しかしその効果は，明
示的かつ体系的に教育することによって，
一層高まると考えられる。
まとめ
批判的思考力は，大学での学習，日常
生活から職業生活学問にわたって応用
可能なジ、ェネリックスキルとして位置づ
けることができる。とくに，大学教育に
おいては，良き学習者，研究者として，
学問や研究を行うためのリテラシーの中
核として育成がおこなわれている。その
アウトカム評価として，米国では，批判
的思考力を測るジ、エネリックスキルテス
トは，大学入学資格や大学教育のアウト
カム評価，さらに，就職のための思考能
力の指標としても利用されている。
日本の大学教育においては，批判的思
考の育成およびそれを測定するジ、ェネリ
ックスキルテスト開発はまだ発展途上で
ある。今後の課題は (a）国際的通用性
を保証する批判的思考教育やアウトカム
評価を進めること，一方で，（b）日本
の文化や社会を踏まえ，心理学的な根拠
に基づく協調的批判的思考に着目した教
育や評価を進め，世界にむけて発信する
ことであると考える。
（京都大学大学院教育学研究科教授／
教育心理学）
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